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2014年
94,000
95,000
20,000
34,950
98,000
110,000
285,000
68,000
10,000

増減
5,800
15,000
8,000
8,150
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22,000
36,000
14,000
9,000

2015年
99,800
110,000
28,000
43,100
110,000
132,000
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19,000

前年比
106.2%
115.8%
140.0%
123.3%
112.2%
120.0%
112.6%
120.6%
190.0%
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ゴールデンウィーク期間（※）の集客比較　

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
沿
線

で
は
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
な
ど
お
祭

り
ム
ー
ド
に
沸
い
た
。
期
待
さ

れ
て
い
た
新
幹
線
開
業
効
果
は
、

富
山
県
内
の
観
光
地
や
イ
ベ
ン

ト
に
も
表
れ
、
開
業
後
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
客
数
は
前

年
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

※
4
月
24
日
（
金
）
〜
5
月
6

日
）

Ｊ
Ｒ
は
６
月
、
北
陸
新
幹
線
開

業
後
３
カ
月
間
の
乗
車
人
数

（
上
越
妙
高
―
糸
魚
川
間
）
が

約
２
４
６
万
人
に
達
し
、
前
年

同
時
期
の
在
来
線
特
急
と
比
べ

て
約
３
・
３
倍
と
な
っ
た
と
発

表
し
た
。
真
鍋
精
志
社
長
は

「
当
初
２
・
２
倍
ほ
ど
と
み
て

い
た
の
で
想
定
以
上
」
と
語
り
、

好
調
の
理
由
に
つ
い
て
「
観
光

に
加
え
て
平
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
利

用
が
増
え
て
い
る
」
と
指
摘
し

た
。

　
企
業
の
移
転

　
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
は
、
企
業
の
移
転
も

注
目
を
集
め
て
い
る
。
Ｙ
Ｋ
Ｋ
グ
ル
ー

プ
は
、
東
京
の
本
社
機
能
の
一
部
を
黒

部
市
へ
移
転
し
、
２
０
１
６
年
ま
で
に

合
計
約
２
３
０
人
が
転
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
横
浜
市
の
製

薬
会
社
も
、
生
産
機
能
の
す
べ
て
を
、

２
０
１
６
年
に
富
山
市
の
八
尾
中
核
工

業
団
地
に
移
す
と
し
て
約
３
・
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
確
保
し
て
新
工
場
の
建
設
を

進
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
ア
ク
セ
ス
面
だ

け
で
な
く
災
害
リ
ス
ク
の
回
避
が
決
め

手
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
首

都
圏
や
東
海
な
ど
の
地
域
で
は
、
首
都

直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
お
よ
び
津

波
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
企
業
活
動

を
維
持
す
る
た
め
の
移

転
先
と
し
て
、
大
地
震

発
生
リ
ス
ク
が
低
い
富

山
県
（
過
去
30
年
間
の

震
度
３
以
上
の
回
数
は

全
国
最
少
）
が
注
目
さ

れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
県
も
、
都
市
部
で

企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
「
安
心
・
安

全
・
リ
ス
ク
分
散
に
最

適
な
富
山
」
を
最
大
の

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
企
業
誘
致
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　
重
い
財
政
負
担

　
明
る
い
話
題
が
多
い

北
陸
新
幹
線
だ
が
、
財

政
負
担
と
な
る
と
話
は

別
で
あ
る
。
新
幹
線
の

建
設
費
は
、
Ｊ
Ｒ
と
国

と
地
元
自
治
体
が
３
分
の
１
ず
つ
負
担

す
る
が
、
富
山
県
は
新
幹
線
が
東
西
を

横
断
す
る
形
で
新
幹
線
が
走
行
す
る
た

め
他
県
よ
り
距
離
が
長
く
、
さ
ら
に
山

岳
地
帯
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
河
川
の
橋

梁
工
事
な
ど
も
多
い
こ
と
か
ら
、
費
用

負
担
も
多
い
。

　
新
幹
線
開
業
効
果

　
３
月
14
日
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
ま

で
の
区
間
が
開
業
し
た
。
従
来
と
比
べ

富
山
―
東
京
間
が
最
速
２
時
間
８
分
と

約
１
時
間
短
縮
さ
れ
、
首
都
圏
と
の
ア

ク
セ
ス
は
大
き
く
向
上
し
た
。

　
新
幹
線
開
業
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も

　
富
山
県
の
石
井
隆
一
知
事
は
開
業
の

前
年
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
民
放
番
組
で

「
北
陸
新
幹
線
の
開
通
が
決
ま
り
、
県

は
２
３
０
０
億
円
負
担
す
る
は
め
に

な
っ
た
」
と
こ
ぼ
し
た
が
、
こ
の
地
元

負
担
額
は
、
富
山
県
の
約
２
年
分
の
県

税
収
入
に
相
当
し
、
県
民
１
人
あ
た
り

で
は
20
万
円
を
超
え
る
。
県
は
「
教
育

や
福
祉
も
聖
域
で
は
な
い
」
と
支
出
を

見
直
す
と
と
も
に
、
県
職
員
の
賃
金

カ
ッ
ト
を
当
初
よ
り
延
長
す
る
な
ど
、

県
民
や
職
員
は
犠
牲
を
迫
ら
れ
た
。
当

然
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、
多
く
は
借

金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
こ
の
「
新
幹
線

ロ
ー
ン
」
の
償
還
は
、
開
業
の
15
年
後

ま
で
続
く
予
定
だ
。

北陸新幹線　開業と現状
寄稿　富山県地方自治研究センター

トピックス

　
並
行
在
来
線

　
さ
ら
に
並
行
在
来
線
の
問
題
が
あ
る
。

新
幹
線
開
業
と
同
時
に
、
旧
北
陸
本
線

の
富
山
県
内
約
９
８
・
７
km
の
区
間
が

Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
、
第
三
セ
ク

タ
ー
の
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
に
移
管

さ
れ
た
。
同
区
間
の
北
陸
本
線
当
時
の

輸
送
密
度
は
、
１
日
１
km
あ
た
り
約

７
８
０
０
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
新

潟
県
内
区
間
や
長
野
県
内
区
間
、
あ
る

い
は
過
去
の
先
行
事
例
と
比
べ
て
好
条

件
と
言
え
る
。
そ
れ
で
も
多
く
が
新
幹

線
に
流
れ
る
こ
と
で
、
苦
し
い
経
営
が

予
想
さ
れ
た
。
県
は
当
初
、
運
賃
に
つ

い
て
「
開
業
時
１
・
２
５
倍
程
度
、
10

年
後
さ
ら
に
１
・
２
５
倍
程

度
の
値
上
げ
が
必
要
」
と
試

算
し
た
が
、
こ
の
試
算
へ
の

反
発
は
大
き
く
、
県
は
市
町

村
や
県
内
企
業
と
と
も
に
65

億
円
を
出
資
し
て
経
営
安
定

化
基
金
を
創
設
し
、
Ｊ
Ｒ
か

ら
車
両
の
無
償
譲
渡
を
受
け

る
な
ど
初
期
投
資
を
節
減
し

て
、
運
賃
を
抑
え
る
こ
と
と

し
た
。
結
果
、
平
均
し
て
通

学
定
期
で
約
１
・
０
３
倍
、

通
勤
定
期
で
約
１
・
１
２
倍

の
値
上
げ
と
な
っ
た
。

　
乗
客
の
減
少
分
は
、
従
来

最
大
４
両
編
成
だ
っ
た
同
区

間
の
車
両
を
２
〜
３
両
編
成

に
し
て
コ
ス
ト
を
抑
え
た
が
、

こ
の
た
め
に
開
業
直
後
は
、
通
勤
時
間

帯
に
利
用
客
が
車
両
に
乗
り
切
れ
な
い

事
態
が
相
次
ぎ
、
対
応
に
追
わ
れ
た
。

　
今
後
は
沿
線
人
口
、
と
り
わ
け
少
子

化
に
よ
る
通
学
利
用
の
減
少
が
予
想
さ

れ
、
さ
ら
な
る
財
政
負
担
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　
空
港
利
用
客
の
減
少

　
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
富
山
空
港
の

利
用
客
の
減
少
で
あ
る
。
従
来
、
富
山

空
港
の
利
用
客
の
86
％
が
、
１
日
６
往

復
あ
る
東
京
（
羽
田
）
便
の
乗
客
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
新
幹
線
開
業
に
よ
り

空
港
利
用
者
は
約
４
割
減
と
な
っ
た
。

東
京
便
を
運
航
す
る
全
日
空
は
当
面
、

航
空
機
の
小
型
化
で
コ
ス
ト
を
抑
え
て

対
応
す
る
こ
と
と
し
、
減
便
は
回
避
し

た
。
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
空
港
着
陸
料

は
大
幅
に
減
少
し
、
こ
れ
ま
で
１
億
円

台
に
抑
え
ら
れ
て
き
た
空
港
収
支
の
赤

字
の
拡
大
は
避
け
ら
れ
な
い
。
羽
田
乗

継
の
利
用
促
進
や
、
長
野
・
新
潟
両
県

か
ら
の
集
客
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
他
の
国

内
線
誘
致
な
ど
、
利
用
客
を
増
や
す
対

策
が
期
待
さ
れ
る
が
、
ど
れ
も
決
め
手

を
欠
い
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

　
開
業
効
果
の
検
証

　
過
重
な
負
担
の
反
面
、
新
幹
線
開
業

効
果
は
ま
だ
限
定
的
で
あ
る
。
県
は
、

県
内
訪
問
者
の
目
的
や
訪
問
先
、
費
用
、

２
次
交
通
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
検
証
・
分
析
し
、
秋
頃

に
結
果
を
ま
と
め
る
と
し
て
い
る
。
そ

の
分
析
結
果
が
、
開
業
効
果
の
維
持
や

県
全
体
へ
の
波
及
に
活
か
さ
れ
る
か
、

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
新
幹
線
建
設
の
犠

牲
と
な
っ
た
生
活
部
面
で
の
県
単
独
事

業
も
多
く
、
今
後
は
そ
の
回
復
や
拡
充

も
求
め
ら
れ
る
。
先
の
話
に
な
る
が
、

新
幹
線
開
業
が
県
民
の
く
ら
し
に
と
っ

て
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
総
合
的
な

検
証
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

富
山
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
事
務
局
長
　
　
又
市
秀
治
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３
０
０
億
円
負
担
す
る
は
め
に

な
っ
た
」
と
こ
ぼ
し
た
が
、
こ
の
地
元

負
担
額
は
、
富
山
県
の
約
２
年
分
の
県

税
収
入
に
相
当
し
、
県
民
１
人
あ
た
り

で
は
20
万
円
を
超
え
る
。
県
は
「
教
育

や
福
祉
も
聖
域
で
は
な
い
」
と
支
出
を

見
直
す
と
と
も
に
、
県
職
員
の
賃
金

カ
ッ
ト
を
当
初
よ
り
延
長
す
る
な
ど
、

県
民
や
職
員
は
犠
牲
を
迫
ら
れ
た
。
当

然
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、
多
く
は
借

金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
こ
の
「
新
幹
線

ロ
ー
ン
」
の
償
還
は
、
開
業
の
15
年
後

ま
で
続
く
予
定
だ
。

北陸新幹線　開業と現状
寄稿　富山県地方自治研究センター

トピックス

　
並
行
在
来
線

　
さ
ら
に
並
行
在
来
線
の
問
題
が
あ
る
。

新
幹
線
開
業
と
同
時
に
、
旧
北
陸
本
線

の
富
山
県
内
約
９
８
・
７
km
の
区
間
が

Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
、
第
三
セ
ク

タ
ー
の
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
に
移
管

さ
れ
た
。
同
区
間
の
北
陸
本
線
当
時
の

輸
送
密
度
は
、
１
日
１
km
あ
た
り
約

７
８
０
０
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
新

潟
県
内
区
間
や
長
野
県
内
区
間
、
あ
る

い
は
過
去
の
先
行
事
例
と
比
べ
て
好
条

件
と
言
え
る
。
そ
れ
で
も
多
く
が
新
幹

線
に
流
れ
る
こ
と
で
、
苦
し
い
経
営
が

予
想
さ
れ
た
。
県
は
当
初
、
運
賃
に
つ

い
て
「
開
業
時
１
・
２
５
倍
程
度
、
10

年
後
さ
ら
に
１
・
２
５
倍
程

度
の
値
上
げ
が
必
要
」
と
試

算
し
た
が
、
こ
の
試
算
へ
の

反
発
は
大
き
く
、
県
は
市
町

村
や
県
内
企
業
と
と
も
に
65

億
円
を
出
資
し
て
経
営
安
定

化
基
金
を
創
設
し
、
Ｊ
Ｒ
か

ら
車
両
の
無
償
譲
渡
を
受
け

る
な
ど
初
期
投
資
を
節
減
し

て
、
運
賃
を
抑
え
る
こ
と
と

し
た
。
結
果
、
平
均
し
て
通

学
定
期
で
約
１
・
０
３
倍
、

通
勤
定
期
で
約
１
・
１
２
倍

の
値
上
げ
と
な
っ
た
。

　
乗
客
の
減
少
分
は
、
従
来

最
大
４
両
編
成
だ
っ
た
同
区

間
の
車
両
を
２
〜
３
両
編
成

に
し
て
コ
ス
ト
を
抑
え
た
が
、

こ
の
た
め
に
開
業
直
後
は
、
通
勤
時
間

帯
に
利
用
客
が
車
両
に
乗
り
切
れ
な
い

事
態
が
相
次
ぎ
、
対
応
に
追
わ
れ
た
。

　
今
後
は
沿
線
人
口
、
と
り
わ
け
少
子

化
に
よ
る
通
学
利
用
の
減
少
が
予
想
さ

れ
、
さ
ら
な
る
財
政
負
担
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　
空
港
利
用
客
の
減
少

　
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
富
山
空
港
の

利
用
客
の
減
少
で
あ
る
。
従
来
、
富
山

空
港
の
利
用
客
の
86
％
が
、
１
日
６
往

復
あ
る
東
京
（
羽
田
）
便
の
乗
客
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
新
幹
線
開
業
に
よ
り

空
港
利
用
者
は
約
４
割
減
と
な
っ
た
。

東
京
便
を
運
航
す
る
全
日
空
は
当
面
、

航
空
機
の
小
型
化
で
コ
ス
ト
を
抑
え
て

対
応
す
る
こ
と
と
し
、
減
便
は
回
避
し

た
。
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
空
港
着
陸
料

は
大
幅
に
減
少
し
、
こ
れ
ま
で
１
億
円

台
に
抑
え
ら
れ
て
き
た
空
港
収
支
の
赤

字
の
拡
大
は
避
け
ら
れ
な
い
。
羽
田
乗

継
の
利
用
促
進
や
、
長
野
・
新
潟
両
県

か
ら
の
集
客
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
他
の
国

内
線
誘
致
な
ど
、
利
用
客
を
増
や
す
対

策
が
期
待
さ
れ
る
が
、
ど
れ
も
決
め
手

を
欠
い
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

　
開
業
効
果
の
検
証

　
過
重
な
負
担
の
反
面
、
新
幹
線
開
業

効
果
は
ま
だ
限
定
的
で
あ
る
。
県
は
、

県
内
訪
問
者
の
目
的
や
訪
問
先
、
費
用
、

２
次
交
通
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
検
証
・
分
析
し
、
秋
頃

に
結
果
を
ま
と
め
る
と
し
て
い
る
。
そ

の
分
析
結
果
が
、
開
業
効
果
の
維
持
や

県
全
体
へ
の
波
及
に
活
か
さ
れ
る
か
、

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
新
幹
線
建
設
の
犠

牲
と
な
っ
た
生
活
部
面
で
の
県
単
独
事

業
も
多
く
、
今
後
は
そ
の
回
復
や
拡
充

も
求
め
ら
れ
る
。
先
の
話
に
な
る
が
、

新
幹
線
開
業
が
県
民
の
く
ら
し
に
と
っ

て
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
総
合
的
な

検
証
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

富
山
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
事
務
局
長
　
　
又
市
秀
治
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と
な
る
と
、
運
営
に
掛
か
る
経
費
や
開

館
時
間
の
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　す
ぐ
に
反
応
し
た
市
民

　
そ
の
プ
ラ
ン
発
表
を
聞
い
た
中
に
、

市
内
で
障
が
い
者
等
が
関
わ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
小
さ
な
種
・
こ
こ
る
」
、
そ
し

て
市
の
文
化
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
業

務
と
し
て
受
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
C
o
m
f
o
r
t
さ
ば
え
」
の
関
係

者
が
い
ま
し
た
。
元
々
、
現
在
活
動
中

の
施
設
の
ほ
か
に
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て

使
え
る
拠
点
の
設
置
を
模
索
し
て
い
た

関
係
で
、
学
生
提
案
に
注
目
し
ま
し
た
。

　
両
団
体
が
話
し
合
い
、
カ
フ
ェ
、
ラ

　学
生
提
案
を
ま
ち
づ
く
り
に

　
鯖
江
市
に
は
大
学
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
種
の
学
生
連
携
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
4
0
0
人
以
上

の
学
生
さ
ん
が
鯖
江
を
訪
問
、
若
い
自

由
な
感
性
で
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
を
提
案
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
事
業
の
ひ
と
つ
に
、

全
国
か
ら
の
大
学
生
が
２
泊
３
日
の
合

宿
で
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
を
競
う
「
鯖

江
市
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
の
夏
、
そ

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
出
さ
れ
た
ひ
と
つ
の

案
が
、
30
年
近
く
長
き
に
わ
た
っ
て
空

き
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
駅
２
階
に
、

図
書
館
の
分
館
「
鯖
江
セ
レ
ク
ト
図
書

館
」
を
置
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
駅
で
本
を
貸
し
借
り
で
き
れ
ば
、
Ｊ

Ｒ
を
利
用
す
る
一

日
・
約
４
千
人
の
乗

降
客
に
と
っ
て
非
常

に
便
利
で
す
。
ま
た

市
民
が
自
分
で
セ
レ

ク
ト
し
た
本
を
提
案

で
き
る
な
ど
、
楽
し

い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
て
、

学
生
グ
ル
ー
プ
の
発

表
を
聞
い
た
市
民
の

方
に
も
大
変
好
評
を

得
ま
し
た
。

　
た
だ
し
実
際
に
図

書
館
の
分
館
を
置
く

イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
営
業
を
行
い
な
が

ら
、
合
わ
せ
て
市
の
図
書
館
の
分
館
機

能
を
代
行
す
る
と
い
う
協
働
事
業
案

「
え
き
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
練
り
上
げ

ま
し
た
。

　市
民
協
働
事
業
と
し
て

　
鯖
江
市
に
は
、
市
民
自
ら
が
作
っ
た

協
働
条
例
「
市
民
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
条
例
」
が
あ
り
、
そ
の
条
例

に
市
民
等
が
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
案
で
き
る
「
協
働
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
か
ら
提
案
を
受

け
た
新
た
な
事
業
案
を
、
協
働
事
業
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
審
査
を
す

る
の
が
、
全
員
市
民
で
構
成
さ
れ
る
市

民
協
働
推
進
会
議
と
い
う
組
織
で
す
。

　
両
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
「
え
き
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
の
事
業
提
案
を
受
け
た
市
民
協

働
推
進
会
議
の
10
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、

2
0
1
3
年
の
年
末
か
ら
早
速
検
討
に

入
り
、
提
案
団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
り
、
駅
を
利
用
す
る
高
校
生
た

ち
1
0
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
２
月
に
は

よ
り
幅
広
い
市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め

に
、
さ
ば
え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
企
画
・

福
井
県
主
催
の
「
N
P
O
と
行
政
と
の

意
見
交
換
会
」
と
の
共
同
開
催
で
「
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
。
約

6
0
人
の
市
民
が
参
加
し
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢駅・ひと・まち｣を結ぶ　鯖江駅ミニライブラリー
駅の２階に 本が読めるカフェがオープン
　　　　　　　学生が考え、市民が作る施設を、行政が応援

トピックス トピックス

　
そ
う
し
て
集
約
し
た
市
民
意
見
を
踏

ま
え
、
2
0
1
4
年
３
月
に
は
「
①
市

民
の
期
待
の
高
さ
、
②
官
民
協
働
に
よ

る
効
果
の
高
さ
、
③
実
現
性
の
高
さ
」

と
い
う
観
点
か
ら
協
働
事
業
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
と
し
て
、
第
４
号
の
市
民
協

働
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
「
え
き
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　鯖
江
市
の
支
援
策

　
協
働
事
業
と
し
て
の
「
お
墨
付
き
」

を
得
て
、
鯖
江
市
で
は
積
極
的
な
支
援

策
を
打
ち
出
し
ま
す
。
公
共
交
通
担
当

が
中
心
と
な
っ
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
駅
２

階
ス
ペ
ー
ス
の
賃
貸
を
依
頼
。
さ
ら
に

国
の
交
付
金
を
活
用
し
備
品
以
外
の
建

　2015年初春、ＪＲ鯖江駅の２階空きスペースに「えきライブラリー te to te（てとて）」がオープンしました。
　駅のコンコースから階段を上がると、カフェのカウンターが目につきます。しかし中に入ると壁一面に本棚があり、約900冊の本
が出迎えてくれます。これらの本は貸し出しも可能なほか、店内奥のスペースは一段高くなっており、ライブなどができるステージ
機能も持っています。
　このカフェ、ライブ・スペース、そして図書館機能が合体したあまり例のない施設は、どのような経緯でできたのでしょうか

築
費
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
が

ん
ば
り
を
応
援
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
市
立
図
書
館
側
も
積
極
的
に
関
わ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
シ
ス
テ
ム

な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
い
き
ま
し
た
。
本
来
、

飲
食
し
な
が
ら
の
読
書
は
図
書
館
で
は

厳
禁
。
で
も
「
て
と
て
」
で
は
例
外
的

に
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り

ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
応
援
も
あ
っ
て
、

2
0
1
4
年
9
月
末
に
改
修
工
事
が
ス

タ
ー
ト
。
同
年
年
末
に
は
、
無
事
プ
レ

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　鯖

江
方
式
で

　
上
記
市
民
協
働
推
進
会
議
の
髙
田
健

一
郎
委
員
長
は
、
「
Ｊ
Ｒ
鯖
江
駅
舎
の

２
階
が
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
20

年
。
多
く
の
人
が
気
に
か
け
な
が
ら
、

あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
空
間
に
、
え
き

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
元
々
は
学
生
提
案
で
あ
っ
た
事
業

が
、
実
績
の
あ
る
市
民
団
体
と
市
と
の

協
働
事
業
で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
は
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
点
で
も
理
想
的

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
が
駅
前

の
活
性
化
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

周
辺
施
設
、
地
域
、
多
様
な
市
民
を
巻

き
込
ん
で
、
〈
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〉

と
し
て
幅
広
く
継
続
的
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
」
と
コ
メ

ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
以
来
、
約
半
年
が
過
ぎ
、

カ
フ
ェ
利
用
者
や
図
書
館
利
用
者
そ
れ

ぞ
れ
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
学
生
が

提
案
し
た
プ
ラ
ン
を
、
市
民
自
ら
が
実

現
化
を
図
り
、
そ
れ
を
行
政
が
支
援
す

る
・
・
・
市
民
主
役
の
ま
ち
、
市
民
協

働
の
ま
ち
・
さ
ば
え
な
ら
で
は
の
施
設

の
今
後
の
展
開
に
、
期
待
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
　
鯖
江
市
市
民
協
働
課
　
橋
本
和
久
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と
な
る
と
、
運
営
に
掛
か
る
経
費
や
開

館
時
間
の
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　す
ぐ
に
反
応
し
た
市
民

　
そ
の
プ
ラ
ン
発
表
を
聞
い
た
中
に
、

市
内
で
障
が
い
者
等
が
関
わ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
小
さ
な
種
・
こ
こ
る
」
、
そ
し

て
市
の
文
化
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
業

務
と
し
て
受
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
C
o
m
f
o
r
t
さ
ば
え
」
の
関
係

者
が
い
ま
し
た
。
元
々
、
現
在
活
動
中

の
施
設
の
ほ
か
に
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て

使
え
る
拠
点
の
設
置
を
模
索
し
て
い
た

関
係
で
、
学
生
提
案
に
注
目
し
ま
し
た
。

　
両
団
体
が
話
し
合
い
、
カ
フ
ェ
、
ラ

　学
生
提
案
を
ま
ち
づ
く
り
に

　
鯖
江
市
に
は
大
学
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
種
の
学
生
連
携
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
4
0
0
人
以
上

の
学
生
さ
ん
が
鯖
江
を
訪
問
、
若
い
自

由
な
感
性
で
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
を
提
案
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
事
業
の
ひ
と
つ
に
、

全
国
か
ら
の
大
学
生
が
２
泊
３
日
の
合

宿
で
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
を
競
う
「
鯖

江
市
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
の
夏
、
そ

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
出
さ
れ
た
ひ
と
つ
の

案
が
、
30
年
近
く
長
き
に
わ
た
っ
て
空

き
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
駅
２
階
に
、

図
書
館
の
分
館
「
鯖
江
セ
レ
ク
ト
図
書

館
」
を
置
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
駅
で
本
を
貸
し
借
り
で
き
れ
ば
、
Ｊ

Ｒ
を
利
用
す
る
一

日
・
約
４
千
人
の
乗

降
客
に
と
っ
て
非
常

に
便
利
で
す
。
ま
た

市
民
が
自
分
で
セ
レ

ク
ト
し
た
本
を
提
案

で
き
る
な
ど
、
楽
し

い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
て
、

学
生
グ
ル
ー
プ
の
発

表
を
聞
い
た
市
民
の

方
に
も
大
変
好
評
を

得
ま
し
た
。

　
た
だ
し
実
際
に
図

書
館
の
分
館
を
置
く

イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
営
業
を
行
い
な
が

ら
、
合
わ
せ
て
市
の
図
書
館
の
分
館
機

能
を
代
行
す
る
と
い
う
協
働
事
業
案

「
え
き
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
練
り
上
げ

ま
し
た
。

　市
民
協
働
事
業
と
し
て

　
鯖
江
市
に
は
、
市
民
自
ら
が
作
っ
た

協
働
条
例
「
市
民
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
条
例
」
が
あ
り
、
そ
の
条
例

に
市
民
等
が
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
案
で
き
る
「
協
働
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
か
ら
提
案
を
受

け
た
新
た
な
事
業
案
を
、
協
働
事
業
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
審
査
を
す

る
の
が
、
全
員
市
民
で
構
成
さ
れ
る
市

民
協
働
推
進
会
議
と
い
う
組
織
で
す
。

　
両
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
「
え
き
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
の
事
業
提
案
を
受
け
た
市
民
協

働
推
進
会
議
の
10
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、

2
0
1
3
年
の
年
末
か
ら
早
速
検
討
に

入
り
、
提
案
団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
り
、
駅
を
利
用
す
る
高
校
生
た

ち
1
0
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
２
月
に
は

よ
り
幅
広
い
市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め

に
、
さ
ば
え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
企
画
・

福
井
県
主
催
の
「
N
P
O
と
行
政
と
の

意
見
交
換
会
」
と
の
共
同
開
催
で
「
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
。
約

6
0
人
の
市
民
が
参
加
し
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢駅・ひと・まち｣を結ぶ　鯖江駅ミニライブラリー
駅の２階に 本が読めるカフェがオープン
　　　　　　　学生が考え、市民が作る施設を、行政が応援

トピックス トピックス

　
そ
う
し
て
集
約
し
た
市
民
意
見
を
踏

ま
え
、
2
0
1
4
年
３
月
に
は
「
①
市

民
の
期
待
の
高
さ
、
②
官
民
協
働
に
よ

る
効
果
の
高
さ
、
③
実
現
性
の
高
さ
」

と
い
う
観
点
か
ら
協
働
事
業
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
と
し
て
、
第
４
号
の
市
民
協

働
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
「
え
き
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　鯖
江
市
の
支
援
策

　
協
働
事
業
と
し
て
の
「
お
墨
付
き
」

を
得
て
、
鯖
江
市
で
は
積
極
的
な
支
援

策
を
打
ち
出
し
ま
す
。
公
共
交
通
担
当

が
中
心
と
な
っ
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
駅
２

階
ス
ペ
ー
ス
の
賃
貸
を
依
頼
。
さ
ら
に

国
の
交
付
金
を
活
用
し
備
品
以
外
の
建

　2015年初春、ＪＲ鯖江駅の２階空きスペースに「えきライブラリー te to te（てとて）」がオープンしました。
　駅のコンコースから階段を上がると、カフェのカウンターが目につきます。しかし中に入ると壁一面に本棚があり、約900冊の本
が出迎えてくれます。これらの本は貸し出しも可能なほか、店内奥のスペースは一段高くなっており、ライブなどができるステージ
機能も持っています。
　このカフェ、ライブ・スペース、そして図書館機能が合体したあまり例のない施設は、どのような経緯でできたのでしょうか

築
費
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
が

ん
ば
り
を
応
援
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
市
立
図
書
館
側
も
積
極
的
に
関
わ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
シ
ス
テ
ム

な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
い
き
ま
し
た
。
本
来
、

飲
食
し
な
が
ら
の
読
書
は
図
書
館
で
は

厳
禁
。
で
も
「
て
と
て
」
で
は
例
外
的

に
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り

ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
応
援
も
あ
っ
て
、

2
0
1
4
年
9
月
末
に
改
修
工
事
が
ス

タ
ー
ト
。
同
年
年
末
に
は
、
無
事
プ
レ

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　鯖

江
方
式
で

　
上
記
市
民
協
働
推
進
会
議
の
髙
田
健

一
郎
委
員
長
は
、
「
Ｊ
Ｒ
鯖
江
駅
舎
の

２
階
が
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
20

年
。
多
く
の
人
が
気
に
か
け
な
が
ら
、

あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
空
間
に
、
え
き

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
元
々
は
学
生
提
案
で
あ
っ
た
事
業

が
、
実
績
の
あ
る
市
民
団
体
と
市
と
の

協
働
事
業
で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
は
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
点
で
も
理
想
的

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
が
駅
前

の
活
性
化
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

周
辺
施
設
、
地
域
、
多
様
な
市
民
を
巻

き
込
ん
で
、
〈
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〉

と
し
て
幅
広
く
継
続
的
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
」
と
コ
メ

ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
以
来
、
約
半
年
が
過
ぎ
、

カ
フ
ェ
利
用
者
や
図
書
館
利
用
者
そ
れ

ぞ
れ
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
学
生
が

提
案
し
た
プ
ラ
ン
を
、
市
民
自
ら
が
実

現
化
を
図
り
、
そ
れ
を
行
政
が
支
援
す

る
・
・
・
市
民
主
役
の
ま
ち
、
市
民
協

働
の
ま
ち
・
さ
ば
え
な
ら
で
は
の
施
設

の
今
後
の
展
開
に
、
期
待
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
　
鯖
江
市
市
民
協
働
課
　
橋
本
和
久


